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チャイルド・ライフ・スペシャリスト
（Child Life Specialist）の
藤原彩さんにインタビューしました。 

?

チャイルド・ライフ・スペシャリストとは、日本であまり聞きなれないことばですが、
どのようなことをされる専門家なのでしょうか？

広島では藤原さんお一人ということですが、日本で取得できないこの資格をどのようにして
知り、目指そうと思われたのですか？

入院中の子どもたちから学んだことはたくさんあると思いますが、
その中で一番印象に残っていることを教えて下さい。

日本で活躍されているチャイルド・ライフ・スペシャリストの方は、何名くらいいらっしゃいますか？

　全国で約20名のチャイルド・ライフ・スペシャリストがおられ、関東、中部地方の病院を中
心に活躍しています。広島では私一人です。

　主に、入院中の子どもとそのご家族が直面する困難な出来事に対して負担を軽減し、乗り
越えていけるようにサポートする専門家です。しかし日本では、この資格の取得制度が存在
しないため、渡米してこの資格を取得しました。

病院では、主にどのようなことをされているのでしょうか？

　当院では、子どもとそのご家族を中心にサポートさせていただいています。
　子どもには発達に適した遊びの機会を提供しながら、遊びを通してこどもたちの医療に対す
る不安を少しでも軽減し、積極的に治療に取り組めるためのきっかけ作りなどをしています。 
　ご家族に対しては同じ目線を共有することで、入院生活や闘病生活の精神的な面も含め
て負担を軽減できるようサポートしています。

入院中の子どもたちと接するうえで、どのようなことを心がけていらっしゃいますか？

　日本の文化から見ると異質に感じられるかもしれませんが、「できるだけカジュアルに」を
心がけています。服装だけではなく、接するときの態度や雰囲気もカジュアルに。

　「病気になって入院する子どもはかわいそうだ」と思われる人は多いと思いますが、病気と
闘っている子どもたちは、自分たちを「かわいそう」とみなすのではなく、今、この一瞬一瞬
を、与えられた条件の中でそれに適応しながら成長を続ける力強さを感じたときでした。
　病院におけるさまざまな経験がその成長を決して妨げることがないよう、他のスタッフと
一緒にサポートを続けていきたいです。

インタビューしました！インタビューしました！

　身近な家族の入院経験から、「入院は絶対にしたくない。病院＝悲惨な場所」と子どもの頃
から、そう思っていました。しかし「入院はしない」という選択肢は子どもたちにはなく、では
どのようにしたら子どもたちが、その子らしく入院生活を送れるだろうかと考えるようになり
ました。その後、将来の職業について考えていたとき、テレビで偶然、チャイルド・ライフ・スペ
シャリストとして活躍されている方の特集を見て「これだ！自分の目指していたこと！」と迷う
ことなく、この資格を目指し留学を決意しました。
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お二人のますますのご活躍をお祈り申し上げます。

第24回 広島大学病院花火まつりを開催しました。

第16回 広島大学病院
ロビーコンサート

平成２１年８月２７日、プリマドンナとして世界の檜舞台で活躍中のオペラ歌手中丸三千繪さんと、
ピアニスト菊地真美さんをお迎えして行われました。

中丸三千繪さんの素敵な歌声に
　　　　こころ和むひとときを過ごしました。 

平成２１年８月４日、広島大学
病院北駐車場にて病院職員
の手づくりによる花火まつり
を開催しました。

桐朋学園大学声科卒業、同大学研究
科修了。在学中よりニューヨーク、
ザルツブルクに留学。
1988年、第3回「ルチアーノ・パ
ヴァロッティ・コンクール」優勝。
第4回「マリア・カニリア・コンクー
ル」優勝、第27回「フランチェスコ・
パオロ・ネリア・コンクール」優勝。
1990年RAI（イタリア国営放送）
主催「マリア・カラス・コンクール」
優勝。

中丸三千繪さんの略歴

職員と花火を楽しむ患者さん トリオエコーズによる演奏
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ご意見やご感想を下記へお願いします。
広島大学病院  秘書室広報担当　〒734-8551 広島市南区霞一丁目2番3号  Tel 082-257-5014  Fax 082-257-5074

http://www.hiroshima-u.ac.jp/hosp/

S06-0030 地球環境にやさしい印刷方法で
作成されています。
E3PA（環境保護印刷推進協議会）
シルバー認証

09104

広 島 大 学 病 院 の ホ ー ム ペ ー ジ

わかりやすく見やすいページづくりを心がけていこうと思いますので、 引き続きご愛顧のほど、 よろしくお願いします。

マ ス ク の 正 し い 使 用 方 法
新型インフルエンザの流行により、マスクに大変注目が集まっています。
しかし、その使い方については十分に周知されているとはいえません。
そこで、マスクの正しい使用方法についてご紹介いたします。

　主には、症状のある人が咳やくしゃみによる飛沫（しぶき）の飛散を防ぐ（咳エチケット）ために着用する。
不織布マスクが望ましい。
　マスクを着用することで周りの方の飛沫を完全に防ぎ、感染しないというわけではないので、その点に
ご留意の上、着用してください。

マスクの使用目的

ノーズワイヤーを
鼻の形に合わせる。

※マスクには上下、裏表があります。ワイヤーがある方が上、プリーツが下向きの方が外（表）になります。

1 プリーツを伸ばし
あごの下までカバーする。
2

着用完了。

不織布マスク（プリーツ型）の着用方法

Point
ポイント

マスクの
上下、裏表は
装着前に確認
する。

耳にかけたゴムの部分を持ってはずす。

マスクの外し方
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参考文献：新型インフルエンザ流行時の日常におけるマスク使用の考え方 （平成20年9月22日 新型インフルエンザ専門家会議）

マスクの表面に
触れないように捨てる。
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※マスクの場合、外気に
触れた部分は目に見え
なくても汚れているもの
として扱いますので、
一度取り外したものは
再利用しないでください。


